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講演記録
都市が変わるとき
貫藪田
右手はるかに天守閣を見る。 さらに大阪府譽をへて
府庁前で降車、大手門から入れば、天守閣の入り口
まで一路、平坦な道が侍っている。 したがって足腰
の弱い人にはとくにお薦めで、秋には恒例の菊花展
力餅開かれ、 目を楽しませる。大阪城の正門から入る
点でも、西之丸庭園に寄り道できる点でも、 メイン
ルートといっていいだろう。 もっとも、大阪城とい
えば坂道を上がるもの、 と先入観のある人には、ち
ょっと物足りないくらい平坦である。その理由は、
この道が通る上町台地が高いからである。
最後は地下鉄谷町四丁目からの道。これも大阪府
警前に出て、大手門から大阪城に入るが、府警まで
がダラダラとした坂道。谷町という名の示すとおり
大阪でも低い地点から、東へ、上町台地の縁辺を上
って行くのだから、夏場ならしっかり汗をかく。お
まけに道は真っすぐな一本道だけに、 よけい遠く感
じる。私は往路としては使わないことにしているが、
復路なら最適。西に、大阪のビジネス街を見下ろし
ながらトロトロと下って行くのだから気分はいい。
夕陽の沈む時間帯などは、大阪らしい雰囲気を盛り
上げてくれること受け合いである。昔のように海が
見えれば最高であるが・ ・ ・
1 大阪城への道
平成の大改修を控えた大阪城天守閣－ここに行
こうとしたとき、皆さんはどんな道をとるでしょう
か。
まず思い浮かぶのはJR大阪城公園駅からの道。
大阪城ホールから「太陽の広場」をへて青屋口から
極楽橋経由で天守閣にいたる道は、常に天守閣を前
方に見上げなｶ：ら歩く道である。指呼の間にめざす
目的があるので、一見、 「近い」 と思いがちである
が、天守閣入口まで相当階段を上がらなければなら
ず、歩いてみてかなり遠いと感じる。標高差力:きつ
いのである。 しかも入口に着けばさらに待つ階段．
・ ・ ・息の切れる人も少なくないだろう。
JR森ノ宮駅から、春秋、植木市の開かれる公園・
噴水を通り、樹木の間を抜けて城に東南方面から進
む道もある。この場合、天守閣は行く人の左手かな
り前方にあり、大阪城公園駅の道と比べ、見るから
に距離がある。標高差も同じである。ただこの道は、
玉造口を出ると梅苑のあたりで、右にコースを取れ
ば極楽橋から、左に取れば桜門からと二つの入口を
選べるよさがある。
つぎに大阪市バスを利用するコースが、二つある。
といっても降車地点は、 どちらも大阪府庁前でひと
つである。大阪駅一淀屋橋一天満橋と、主要なバス
ストッフ。をへて東行してきたバス（上六、阿倍野橋
行き）は、大阪医大附属病院をすぎたところで右折
し、坂道をあえぎながら上り、府庁前に着く。坂を
上りながら、パスの車窓の左手に、濠や櫓をへだて
て天守閣が望める。視界の変わりようといい、樹木
や櫓の向こうから目に飛び込んでくる天守閣の形と
いい、個人的にはいちばんお気にいりのコースであ
る。
バス利用のいま一つの道は、 このコースの逆で、
上本町六丁目で乗ったバスは、上町台地を一路北上
し、NHK大阪放送局をへて府庁前に着く。 このコ
ースの特徴はほとんどアップ。ダウンがないことで、
平地をスーっと来た人はNHKを過ぎたところで、
2 大阪はどっちに向いている？
大阪城にいたる5つのコースを紹介した。現代人
ならば、 どれを取ろうとそれは各自の勝手。私も季
節によって、気分によってルートを変えている。 し
かしこの5つの道のうち、おそらく、いちばん多く
の人が利用する大阪城公園駅からの道力ざ、 もっとも
新しい道であることは知っておいてよい。大阪城ホ
ールの開館にあわせて、 この新駅は昭和58年にでき
たのである。その以前、 ここから大阪城にいたる道
はなかった。道がなかっただけではない。 「大阪砲
兵工廠」 という近代日本の誇る軍事施設、建物があ
って、行けなかったのである。学生時代、環状線で
大阪に通っていた私の記憶に、湿地にはびこる草叢
のなかに、蔦を絡ませて立つ古建築ｶ：映像として残
っている。それが砲兵工廠本館であった。その建物
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めさせる要因になっている力:、江戸時代では、 「天
保山」カゴ新名所として市民の耳目を引いた。天保2
年（1831）の安治川渡えの結果できた人造の山だが
5年には八島五岳の「天保山勝景一覧｣、 6年は暁
鐘鳴「天保山名所図会」が出るといった速報ぶりで
ある。 この江戸の天保山は、マンパワーでできた。
「砂持ち」 と称し、三郷各町の住民が揃いの法被を
着け、 100～300人前後で、 ’幟に先導されて人力で土
砂を運んだのである。それに対しのちに大阪商工会
議所会頭になる五代友厚は、渡喋を大阪の四大事業
の一つにあげ、蒸気機関で果たそうとした。 どんな
形であろうと、川ｶ罫あるかぎり河口に土砂は溜まり
土砂竣喋の要は減らない。
また海浜にできた土砂の山は、 その上にどれだけ
強固な建造物ができても、所詮、土砂の山。今度の
阪神大地震は、 それを実証した。現代の天保山の地
は割れ、泥水が吹きあげた（写真参照)。 「液状化」
現象である。実はそれは、嘉永7年（1854） 6月の
地震ですでに見えていた。 この時、 「山の如き大浪
立、東堀迄泥水四尺ばかり込入｣、 「海浜の新田畑中
に泥水あまた吹上る」さまであったという （｢大地
震両川口津浪記｣)。溺死者力罫なかったのが、今次の
震災の不幸中の幸いかもしれない。
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あるから、 〈江戸＞にいたってはなおさらである。
初代長谷川貞信(1809～79)は、綿喜版「難波百
景」 (60景余） を描いたが、 それを受けて、二世貞
信（1848～1930）は、 「蒸気車、蒸気船、鉄道馬車
等文明開化一点張の世界」の「難波百景」30景を描
いた。その二世貞信は、 83歳の時に父の「難波百
景」の感想を求められ、 「今日からみれば、随分所
でなく、 まるで世界が変りました」 という （｢難波
名所の変遷」 「郷土趣味大阪人｣)。彼にとっては、
わずか七十年前の光景についてのコメントである。
「亡びゆく名所史蹟、廃れゆく風俗行事、敗残せる
上方芸術」－これらを「せめて保存に努めたい、
そして記録に留めて置きたい」 とした、 「上方』編
輯発行者南木芳太郎の想いは広く共感を呼んだこと
だろう。 『上方』の表紙には毎号、惜し気もなく、
二世貞信描く錦絵ｶゴ貼られた。
4 回想： 「古きよき大阪」
江戸から明治の文明開化、そして20世紀の冒頭と
大阪は二転、三転、姿を変えた。 とくに20世紀に入
っての変貌は、同時代人をして<江戸＞ばかりか、
〈明治＞の大阪をも、回想の世界に置いた。 「古き
よき大阪」である。それはおもに、江戸時代の後期
から明治30年代にかけての大阪の姿であるカゴ、 20世
紀末を生きる私たちにとっても、 「古きよき大阪」
である。
平成7年度図書館春季特別展、 「回想：古きよき
大阪一江戸から明治の名所めぐり－」は、そのよう
な大阪を、錦絵、名所図会、ガイドブック、年中行
事などによって回想しようとするものである。前期
は江戸時代、後期は明治時代と分け、前期では道案
内、住吉と四天王寺、難波名所、天神祭り、江戸の
ウォーターフロント天保山、後期では案内記・ガイ
ドブック、寺院・神社と祭礼、港とステイション、
鉄橋づくし、大阪新名所として内国博覧会後に建て
られた通天閣に展示は及んだ。
このように並べてみると、気付くことがいろいろ
ある。 まず名所案内の類。松川半山の作を三点並べ
たが、 「風流画口合難波名処道案内」は名所、 「難波
名花日どり案内」は花の名所力欝一枚刷りに彩色で示
され、人々を誘う。 「難波名所独案内」に見られる
「独案内」 ものは、 「難波諸商独案内」 （明治12)、
「大阪名所独案内」 （同15)、 「大阪独案内」 （大正
3） と、小冊子に形を変えて続けられていく。
名所にはつねに、新旧交替があり、 それが版を改
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災害でいえば、明治18年(1885) 6月の淀川大洪
水も忘れられない。この時、安治川にかかる鉄製の
磁石橋（商船が帆柱を立てたまま航行できるように
した旋回式可動橋）は強さを示したが、上流からの
堆積物が溜まったため、水勢激増を恐れて破壊され
た。一方、天満。天神の木製大橋は、あっけなく押
し流された。そののち21年ともに鉄橋となり、天神
橋は人道と馬車道力叡分けられた。ポツポツと夕闇に
灯る明かりのように、鉄橋が大阪の川くりを飾って
いく。時として災害は、新名所を作るのである。
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だが橋が鉄橋に変わりはじめても、 「渡し」はな
お健在であった。昭和10年31ヵ所という数字は、同
58年の10,現存の8カ所と比べて決して少なくない。
昭和58年に出た写真集『なにわ今昔』 （毎日新聞
社）は、ただしくも 「水の都：回顧」 とした。
私たちから遠のいたのは、川だけではない。海も
然り。 260キロf元ある大阪の海岸線のうち、 自然海
浜はわずか2.8キロf元にすぎない。ふだん、私がジ
ョギングする距離より短い。チヌの海を囲む大阪の
位置も、淀川の流れも、 ともに変わっていないが、
水と私たちの距離は、 この20世紀にどれだけ隔たっ
たことだろう。海遊館ができて天保山は、再び名所
となって甦ったが、水と私たちの距離は戻るだろう
注記
l 江戸期を「大坂｣、明治以後を「大阪」と表記する慣例
を無視した。
2 小山仁示・芝村篤樹『大阪府の百年』 （山川出版社、
1991年）を参考にした。
3 阪神大震災直後の「天保山」の写真は、記念講演会
（4月26日） を聞かれた西村美紀子氏（大阪市港区在
住）から寄贈していただいたものである。記して感謝
申し上げたい。
〈やぶたゆたか文学部教授＞
この講演は、平成7年度図書館春季特別展「回想・古
きょき大阪一江戸から明治の名所めぐり－」にちなみ、特
別講演会として平成7年4月26日に開催したものである。
〈図書館＞
か。
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